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編 集 後 記

　複雑な抽象的な事柄を取り扱い，研究に興味を持ち続けることは容易なことではなく，

クラッシュすることが多く，稀にしか遂行できないのが現実です．最近の超一流の科学雑

誌に示されている様に，現在の米国の若手研究者でさえ，研究倫理，未発表論文のディス

カス，自己のアイディアを追及する可能性などについて，Ph．　D．のスーパーバイザーと

の間で十分に時間をつくして行われているとは感じていない様です．

　後進でこれらを経験する機会に恵まれない施設では，自ずとその意志さえ育たず，活動

的意識作用が個人を作ることからみれば，若手が自由に創造し，発展させることのできる

環境が求められるべきであり，その意味から査続を通じて些でも意識が変わるものであれ

ば幸いに思います．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山岡　稔）
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